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（ 開会時刻 １０時００分 ） 

 

輝くふるさと常任委員長（ 鈴木満君 ） 

  朝の挨拶をします。おはようございます。 

  これから輝くふるさと常任委員会を開会しま

す。 

  ただいまの出席委員は８名です。定足数に達し

ていますので、会議は成立しました。 

  本日の審査日程は、あらかじめお手元に配布し

ているとおりです。 

  これから本日の審査日程に入ります。 

  日程第１、会議録署名委員の指名を行います。

本日の会議録署名委員は、委員長から、山崎邦廣

委員及び辰柳敬一委員を指名します。 

  次に、議案審査を行います。質疑、答弁とも簡

潔、明快にお願いします。また、質疑する委員は、

質疑する箇所のページを示し、一問一答方式で質

疑願います。 

  次に、日程第２、議案第 27号、令和４年度葛巻

町一般会計補正予算（第１号）を議題とします。 

  これから質疑に入ります。質疑ありませんか。

山崎委員。 

 

山崎邦廣委員 

  ７ページをお願いいたします。歳入、14款国庫

支出金、1 項２目の衛生費国庫負担金、新型コロ

ナウイルスワクチン接種対策の、これは負担金と

いうことでありますが、金額が 1,227万 4,000円

ほど。この負担金、４回目のワクチン接種に充当

との説明がありましたんですが、今回７月、町で

予定されている４回目の接種は、３回目接種から

５か月以上経過した、対象の要件に該当する方と

なっておりますが、今回の国庫支出金、負担金は、

８月以降に５か月を経過する分も含まれている

のでしょうか、お伺いをいたします。 

 

輝くふるさと常任委員長（ 鈴木満君 ） 

  健康福祉課長。 

 

健康福祉課長（ 触沢誉君 ） 

  お答えをいたします。委員ご指摘のとおり、含

まれているものでございますので、ご理解賜りま

すようお願いいたします。 

 

輝くふるさと常任委員長（ 鈴木満君 ） 

  山崎委員。 

 

山崎邦廣委員 

  分かりました。 

  それで、今後のワクチン接種に関係する国庫負

担金につきましては、歳入についてはどのように

見込んでおるのか、お尋ねをいたします。 

 

輝くふるさと常任委員長（ 鈴木満君 ） 

  健康福祉課長。 

 

健康福祉課長（ 触沢誉君 ） 

  お答えをいたします。歳入につきましては、全
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額国庫負担となるものでございますので、今後い

ずれ増える、あるいは減る、減ることはないと思

うんですけども、そういった部分につきまして

は、全額国庫の負担で歳入されるというふうに理

解しております。 

 

輝くふるさと常任委員長（ 鈴木満君 ） 

  姉帯委員。 

 

姉帯春治委員 

  13ページの６款、林業施設管理費ということで

ございますけども、七滝の 480万、どのような事

業をしたのか、お知らせいただきたいと思いま

す。 

 

輝くふるさと常任委員長（ 鈴木満君 ） 

  農林環境エネルギー課長。 

 

農林環境エネルギー課長（ 服部隆行君 ） 

  お答えを申し上げます。七滝山村広場の階段等

につきましては、平成 11 年度に国の林業構造改

善事業におきまして整備をしてございます。23年

が経過したところでございます。その後、平成 25

年度、令和２年度の２回、部分的な修繕工事を実

施してございます。 

  今回の工事内容につきましては、一部損壊をし

ております木製の階段、転落防止柵、手すりの更

新工事でありますとか、路肩が一部崩れておりま

すので、路肩の補修等でございまして、施設利用

上の安全性を考慮した内容となってございます。 

  以上でございます。 

 

輝くふるさと常任委員長（ 鈴木満君 ） 

  姉帯委員。 

 

姉帯春治委員 

  そうすると、今説明がありましたのが全部終わ

ったということになりますが、今後また事業とし

てやらなければならない部分がありますか。 

 

輝くふるさと常任委員長（ 鈴木満君 ） 

  農林環境エネルギー課長。 

 

農林環境エネルギー課長（ 服部隆行君 ） 

  お答えを申し上げます。現地の特性といいます

か、七滝沢が流れておりまして、その周辺が樹木

に覆われていると。湿気が大分あるということも

ありますし、地表を流れております雨水等が木材

を腐らせているというふうな可能性も考えられ

てございます。なので、これからいつ実施すると

は本日は申し上げられませんが、定期的な点検あ

るいは補修が今後必要になってくるものと考え

てございます。 

 

輝くふるさと常任委員長（ 鈴木満君 ） 

  姉帯委員。 

 

姉帯春治委員 
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  まず、この頃私も行ったことはないんですけど

も、やはり階段、また手すりなどは、かなり観光

客も見えていますので、そういうところに安全を

図って、事故などがあれば大変なことになります

ので、今後ともそういうのに対しては、危ない

木々がありましたら、常に補修していただければ

なと思っております。 

  終わります。 

 

輝くふるさと常任委員長（ 鈴木満君 ） 

  ほかに。近藤委員。 

 

近藤聖委員 

  ７ページの 15 款の教育費委託金、県の支出金

ですけども、地域運動部活動推進事業委託金とい

うことで、この前簡単な説明がありましたが、ど

のように使われるのか、もう一度説明をお願いし

ます。 

 

輝くふるさと常任委員長（ 鈴木満君 ） 

  こども教育課長。 

 

こども教育課長（ 松尾さゆり君 ） 

  ただいまのご質問についてお答えいたします。

これは、昨日ご説明いたしました地域部活動の関

係で、スポーツ協会のほうに委託する、指導者の

謝金が 146万 8,000円と、手紙等を出す通信費と

して 8,400円を計上しているものでございます。 

  以上でございます。 

 

輝くふるさと常任委員長（ 鈴木満君 ） 

  近藤委員。 

 

近藤聖委員 

  そうすると、使い方については全部スポーツ協

会に任せるというふうに考えていいのですか。 

 

輝くふるさと常任委員長（ 鈴木満君 ） 

  こども教育課長。 

 

こども教育課長（ 松尾さゆり君 ） 

  はい、そのようになっております。 

 

輝くふるさと常任委員長（ 鈴木満君 ） 

  近藤委員。 

 

近藤聖委員 

  国の方針が変わったところから来ているんだ

と思うんですけども、やっぱり地域に移すとき

に、いろんな問題点が指摘はされていますよね。

ですから、スポーツ協会に丸投げという言い方は

ちょっと失礼かもしれませんけども、そうではな

くて、教育委員会のほうできちんと中身について

精査することが必要かと思うのですが、その点に

ついてはどうお考えですか。 

 

輝くふるさと常任委員長（ 鈴木満君 ） 

  まなび交流課長。 
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まなび交流課長（ 大久保栄作君 ） 

  ただいまのご質問でございます。実際にスポー

ツ協会のほうに委託業務を行っております担当

課ということで、学び交流課になります。歳入の

ほうはこども教育課というふうになっておりま

すが、実際の事業を実施する関係は、こちらのほ

うでやらせていただいております。 

  全てをスポーツ協会のほうに丸投げというよ

うなことではなくて、昨年度の実践研究事業を経

て、今年度は地域に実際に、各スポーツ団体があ

るので、そこの指導者にお願いしてやっていただ

こうという流れをくんで、今回こういった形でス

ポーツ協会のほうに業務を委託しているもので

ございます。これまでも何回か関係者間で議論を

重ねてきて現在に至っているものでございまし

て、そういった中でいろいろ課題を整理しながら

業務を今年度はお願いして、実践に当たっている

という内容でございます。よろしくお願いいたし

ます。 

 

輝くふるさと常任委員長（ 鈴木満君 ） 

  近藤委員。 

 

近藤聖委員 

  分かりました。ぜひともよろしくお願いしたい

と思います。 

  もう一点、すみません。この県支出金ですが、

これは今年のだけですか。それとも、今後もずっ

と見込まれる予算なんでしょうか。 

 

輝くふるさと常任委員長（ 鈴木満君 ） 

  こども教育課長。 

 

こども教育課長（ 松尾さゆり君 ） 

  ただいまのご質問にお答えいたします。今年度

までは一応こういう形となっておりますけれど

も、今後県、国の動きを見ながら、県のほう、ま

た国のほうの動きを見てといいますか、そちらの

ほうの回答により、補助金があるかないかは決定

するということになります。 

 

輝くふるさと常任委員長（ 鈴木満君 ） 

  ほかに。辰柳委員。 

 

辰柳敬一委員 

  13ページでありますが、高等学校の振興費につ

いてお伺いをいたします。430 万ほど、自動車購

入費に計上されております。恐らく寄宿舎から高

等学校までの送迎というふうに聞いたんですが、

管理はどこでやるのか、あるいはそのほかにもど

ういった活用を考えているのか、その辺について

もうちょっと詳しくお話をいただきたいと思い

ます。 

 

輝くふるさと常任委員長（ 鈴木満君 ） 

  こども教育課長。 
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こども教育課長（ 松尾さゆり君 ） 

  ただいまのことにお答えいたします。こちらの

自動車購入費なんですけれども、ただいまの葛巻

高校の、町外から通学しております生徒さんたち

が今現在全部で 41名おります。盛岡から岩泉、九

戸、久慈、岩手町というふうな形で 41名となって

おりましたけれども、その中で町外者用に運行し

ているスクールバスについてなんですけれども、

今まで九戸村からの生徒が９名と今年度に増加

したことによりまして、岩泉方面の 14 人乗りと

九戸方面の７人乗りを、今のところ交換して運行

してきたところでございますけれども、冬場の朝

方なんですが、岩泉方面の除雪がなされておら

ず、現在のＦＦ仕様車では非常に危険なことか

ら、生徒の安全、安心のため、10人乗りの４輪駆

動車を購入して、そちらを岩泉方面のスクールバ

スに充てたいというものでございます。 

  以上でございます。 

 

輝くふるさと常任委員長（ 鈴木満君 ） 

  ほかに。遠藤委員。 

 

遠藤裕樹委員 

  ９ページです。２款、一般管理費、７でＩＣＴ

推進事業管理費 312 万 3000 円計上されておりま

すが、主にサテライトオフィスに活用されている

ということでございますが、この間サテライトオ

フィスをオープンしたと思いますけども、現在の

稼働状況、そして広報等にも載っておりました

が、問合せ等につきましてはどのような状況にな

っているか、その辺をお伺いしたいと思います。 

 

輝くふるさと常任委員長（ 鈴木満君 ） 

  総務課長。 

 

総務課長（ 松浦利明君 ） 

  ９ページのＩＣＴ推進事業経費についてのご

質問にお答えを申し上げます。サテライトオフィ

スの建物は完成したんですけども、周辺の工事を

進める中で、国道側のところ、一部高台になって

おりまして、これまで幼稚園使っていたときに

は、幼稚園のほうで土のうのような大きいのを積

んだりしながら使っていたところですが、非常に

危険だというようなことで、そこに町のほうで用

地を取得しまして、擁壁、それから周りのフェン

スを一部ない部分に新設したり、古い部分を交換

したりというようなところで、安全性を確保して

いきたいという内容でございます。 

  施設のほうにつきましては、今後、今シェアオ

フィスとオープンスペースというような形での

運用を考えておりまして、シェアオフィスのほう

は、民間の会社が一部使用したりしているのがご

ざいます。 

  以上でございます。 

 

輝くふるさと常任委員長（ 鈴木満君 ） 

  ほかに。柴田委員。 
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柴田勇雄委員 

  ページ数は、７ページと 10 ページに関わって

おりますが、最初に住民税の非課税世帯等臨時特

別給付金、今回 1,558万円の補正額が出ているわ

けですが、これの支給スケジュールはどのような

形で対象者のほうに支給されるのか、お尋ねをい

たします。 

 

輝くふるさと常任委員長（ 鈴木満君 ） 

  健康福祉課長。 

 

健康福祉課長（ 触沢誉君 ） 

  お答えをいたします。給付スケジュールでござ

いますけども、この予算議決をいただきました

後、直ちに対象世帯のほうに、課税情報を基に、

制度を周知するために郵送で通知をしようとし

ております。その後、世帯から戻ってきました情

報を基に給付作業ということになりますので、８

月上旬以降、順次給付を進めてまいる予定として

おりますので、ご理解をいただきますようお願い

申し上げます。 

 

輝くふるさと常任委員長（ 鈴木満君 ） 

  柴田委員。 

 

柴田勇雄委員 

  ８月上旬というふうなことでよろしいですね。

これは申請でなるのか、それとも役場のほうから

通知が行って支給されるのか、そしてまた町民へ

の周知方法についてお尋ねをいたします。 

 

輝くふるさと常任委員長（ 鈴木満君 ） 

  健康福祉課長。 

 

健康福祉課長（ 触沢誉君 ） 

  周知の方法ということでございまして、こちら

につきましては、いわゆるプッシュ型と言われる

形で、こちらのほうから、担当課のほうから通知

をして、その内容を確認した上で、こちらでまた

給付するという形を取らせていただくものでご

ざいますし、また周知の方法につきましては、ラ

イフビジョンあるいはくずまきテレビなどを利

用しまして、周知をさせていただきたいというふ

うに考えておるものでございます。 

 

輝くふるさと常任委員長（ 鈴木満君 ） 

  柴田委員。 

 

柴田勇雄委員 

  分かりました。漏れのないような、ぜひ工夫を

しながらやっていただきたいということでござ

います。 

  それから、もう一つ、同じように７ページと 11

ページの関わりがある子育て世帯の生活支援の

特別給付金ですが、これの支給スケジュール等に

ついてお伺いをいたしたいと思います。 

 

輝くふるさと常任委員長（ 鈴木満君 ） 
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  住民会計課長。 

 

住民会計課長（ 坂待典子君 ） 

  ただいまの質問のほうにお答えしたいと思い

ます。子育て世帯生活支援特別給付金事業でござ

いますが、３年度も同様の事業を行っておりま

す。こちらのほうのスケジュールでございますけ

れども、プッシュ型と呼ばれる申請方法になりま

して、対象者に通知のほうを出して、それに基づ

いて支払う方法になります。この後、補正予算の

ほうが通りましたらば、対象者のほうを抽出して

通知いたしまして、こちらのほうは早ければ今月

末から支払いを開始していく予定でございます。

ご理解賜りたいと存じます。 

 

輝くふるさと常任委員長（ 鈴木満君 ） 

  ほかに。 

（ 「なし」の声あり ） 

  これで質疑を終わります。 

  お諮りします。討論は本会議で行うこととし、

採決に入りたいと思います。これにご異議ありま

せんか。 

（ 「異議なし」の声あり ） 

  異議なしと認めます。 

  これから、議案第 27号を採決します。この採決

は起立によって行います。議案第 27号、令和４年

度葛巻町一般会計補正予算（第１号）は、原案の

とおり決定することに賛成の方は起立願います。 

（ 賛成者起立 ） 

  起立全員です。したがって、議案第 27号、令和

４年度葛巻町一般会計補正予算（第１号）は、原

案のとおり可決されました。 

  次に、日程第３、議案第 28号、老人福祉センタ

ー条例を廃止する条例を議題とします。 

  これから質疑に入ります。質疑ありませんか。 

（ 「なし」の声あり ） 

  これで質疑を終わります。 

  お諮りします。討論は本会議で行うこととし、

採決に入りたいと思います。これにご異議ありま

せんか。 

（ 「異議なし」の声あり ） 

  異議なしと認めます。 

  これから議案第 28 号を採決します。この採決

は起立によって行います。議案第 28号、老人福祉

センター条例を廃止する条例は、原案のとおり決

定することに賛成の方は起立願います。 

（ 賛成者起立 ） 

  起立全員です。したがって、議案第 28号、老人

福祉センター条例を廃止する条例は、原案のとお

り可決されました。 

  次に、日程第４、議案第 29号、葛巻町新庁舎建

設工事（１期・建築工事等）の変更請負契約の締

結に関し議決を求めることについてを議題とし

ます。 

  これから質疑に入ります。質疑ありませんか。 

（ 「なし」の声あり ） 

  これで質疑を終わります。 

  お諮りします。討論は本会議で行うこととし、
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採決に入りたいと思います。これにご異議ありま

せんか。 

（ 「異議なし」の声あり ） 

  異議なしと認めます。 

  これから議案第 29 号を採決します。この採決

は起立によって行います。議案第 29号、葛巻町新

庁舎建設工事（１期・建築工事等）の変更請負契

約の締結に関し議決を求めることについては、原

案のとおり決定することに賛成の方は起立願い

ます。 

（ 賛成者起立 ） 

  起立全員です。したがって、議案第 29号、葛巻

町新庁舎建設工事（１期・建築工事等）の変更請

負契約の締結に関し議決を求めることについて

は、原案のとおり可決されました。 

  次に、日程第５、議案第 30号、葛巻町新庁舎建

設工事（１期・電気設備工事）の変更請負契約の

締結に関し議決を求めることについてを議題と

します。 

  これから質疑に入ります。質疑ありませんか。 

（ 「なし」の声あり ） 

  これで質疑を終わります。 

  お諮りします。討論は本会議で行うこととし、

採決に入りたいと思います。これにご異議ありま

せんか。 

（ 「異議なし」の声あり ） 

  異議なしと認めます。 

  これから議案第 30 号を採決します。この採決

は起立によって行います。議案第 30号、葛巻町新

庁舎建設工事（１期・電気設備工事）の変更請負

契約の締結に関し議決を求めることについては、

原案のとおり決定することに賛成の方は起立願

います。 

（ 賛成者起立 ） 

  起立全員です。したがって、議案第 30号、葛巻

町新庁舎建設工事（１期・電気設備工事）の変更

請負契約の締結に関し議決を求めることについ

ては、原案のとおり可決されました。 

  次に、日程第６、議案第 31号、町道路線の認定

に関し議決を求めることについてを議題としま

す。 

  これから質疑に入ります。質疑ありませんか。 

（ 「なし」の声あり ） 

  これで質疑を終わります。 

  お諮りします。討論は本会議で行うこととし、

採決に入りたいと思います。これにご異議ありま

せんか。 

（ 「異議なし」の声あり ） 

  異議なしと認めます。 

  これから議案第 31 号を採決します。この採決

は起立によって行います。議案第 31号、町道路線

の認定に関し議決を求めることについては、原案

のとおり決定することに賛成の方は起立願いま

す。 

（ 賛成者起立 ） 

  起立全員です。したがって、議案第 31号、町道

路線の認定に関し議決を求めることについては、

原案のとおり可決されました。 
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  次に、日程第７、認定第１号、令和３年度葛巻

町国民健康保険病院事業会計決算の認定につい

てを議題とします。 

  これから質疑に入ります。質疑ありませんか。

柴田委員。 

 

柴田勇雄委員 

  病院会計の関係なんですが、監査委員の７ペー

ジ、総括の関係でお伺いをいたしたいと思いま

す。総括の最初の前段のほうに、へき地医療確保

経費が、これまで２年度まであったものが削除さ

れているというふうなことになりますが、こうい

ったような、これが２年度の決算状況を見てみま

すと、５億 8,099万 6,000円ほどの多額の経費が

交付されているわけですが、これの全部削減され

た理由等についてお知らせをいただきたいと思

います。 

 

輝くふるさと常任委員長（ 鈴木満君 ） 

  病院事務局長。 

 

病院事務局長（ 大石和人君 ） 

  へき地医療の対策について皆減になったとい

うご指摘でございます。これにつきましては、国

のほうの基準といいますか、精査が行われまし

て、これまで国のほうの要綱等には診療所等とい

うような文言がついて、要綱の中にあったようで

すけども、それに基づいてこれまでも申請して、

この補助金につきましてはいただいていたわけ

でございますが、今回診療所等というその部分に

ついては該当しないというような回答をいただ

きまして、今回皆減となったものでございます。 

  今回大きく 5,899万 6,000円という減というよ

うになりましたが、これまでその中で見ていただ

いておりました応援医師のタクシー代等につき

ましては、今回不採算地区のほうで新たに申請、

見ていただくようになりまして、不採算地区のほ

うにつきましては 4,288 万 2,000 円というよう

に、増というような状況になっております。 

 

輝くふるさと常任委員長（ 鈴木満君 ） 

  柴田委員。 

 

柴田勇雄委員 

  そうしますと、へき地医療確保経費について

は、今後全然見込まれないというふうなことの理

解でよろしいんですか。 

 

輝くふるさと常任委員長（ 鈴木満君 ） 

  病院事務局長。 

 

病院事務局長（ 大石和人君 ） 

  この部分については、現状では今後も恐らく見

込まれないと思っております。 

 

輝くふるさと常任委員長（ 鈴木満君 ） 

  柴田委員。 
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柴田勇雄委員 

  この件については分かりました。 

  次に、同じく不採算地区の病院の経費の中で、

令和２年度では 8,519万 5,000円ほど来ていたも

のが３年度の決算では 12万 8,000円、７万 7,000

円になっていて、4,288 万 2,000 円ほど逆に多く

なっているわけですが、何かへき地医療の確保の

経費と不採算、これは全く関係ない中でこれが増

額になっているのか、どのような理由で２年度と

比べ３年度がこのように多くなっているのか、お

尋ねをいたしたいと思います。 

 

輝くふるさと常任委員長（ 鈴木満君 ） 

  病院事務局長。 

 

病院事務局長（ 大石和人君 ） 

  不採算地区の増につきましては、単価の増が大

きな要因でございます。その中で負担金の対象と

なり得る事業といいますか、経費につきまして、

タクシーの応援医師の送迎に係る費用等も見込

むことができるということをいただきまして、今

回このような額になったというふうになります。 

 

輝くふるさと常任委員長（ 鈴木満君 ） 

  柴田委員。 

 

柴田勇雄委員 

  分かりました。 

  あと監査委員の総括の７ページを見てみます

と、一般会計からの負担金補助金と繰入金で 817

万 9,000円減額になったというふうなことを書い

ているわけですが、これはどのようなことからこ

のように減額になったのかお知らせください。 

  時間がかかるのであれば、後回しにしても結構

でございます。 

 

輝くふるさと常任委員長（ 鈴木満君 ） 

  ここで暫時休憩いたします。ここで 10時 45分

まで休憩いたします。 

 

（ 休憩時刻 １０時３６分 ） 

（ 再開時刻 １０時４５分 ） 

 

輝くふるさと常任委員長（ 鈴木満君 ） 

  休憩前に引き続き会議を再開します。 

  日程第７、認定第１号、令和３年度葛巻町国民

健康保険病院事業会計決算の認定についてを議

題とします。病院事務局長。 

 

病院事務局長（ 大石和人君 ） 

  大変申し訳ございません。先ほどの質問につい

て説明させていただきます。監査資料の３ページ

のほうを御覧いただければと思います。３ページ

の（４）の繰入れ状況についてということで、上

段のほうに数字が載っております。こちらのほう

で説明させていただきますと、まずは上段のほ

う、一般会計負担金のところで、特にも医業外収

益の部分、ここが 2,000万ほど減となっておりま
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す。こちらのほうにつきましては、先ほどお話し

させていただきましたへき地医療対策、こちらの

ほうが 5,800万ほど減になっております。減とい

いますか、皆減になっております。あとは、小児

医療対策、こちらの分が 300万ほど、あとはリハ

ビリ医療対策ということで、これが 100万ほど、

合わせましてこちらの部分に入っているのが先

ほど逆に増になった不採算地区、こちらのほうが

4,300 万ほど増ということになりまして、合わせ

ましてここの部分につきましてはマイナスの

2,000万ほどということになっております。 

  そして、ちょっと訂正させていただきます。先

ほどタクシー等送迎費用につきまして、これまで

へき地医療対策で見ていた部分について、不採算

地区のほうでというような、見ておりますとお話

しさせていただきましたが、訂正させていただき

ます。医師確保対策の部分で、約 1,300万ほどに

なりますが、そちらのほうで送迎費用のところに

ついては見させていただいております。 

  以上です。 

 

輝くふるさと常任委員長（ 鈴木満君 ） 

  柴田委員。 

 

柴田勇雄委員 

  まず、監査委員のこのようなこと等もございま

すから、十分今後吟味されまして、数値などをき

っちり持ったほうがよろしいかと思います。 

  次に、分かりやすい資料議案とすれば、８ペー

ジの損益計算書を見れば一目瞭然に分かるわけ

なんですが、当該年度の損失金 3,331万 5,365円

になっておりまして、これも令和２年度と比べま

すと大分、1,200 万ぐらいになるんでしょうか、

純損失が少なくなっているわけですが、コロナと

かそういうふうなこともあったでしょうけども、

先生方あるいは職員の皆さん方の協力体制がよ

かったのかなと、そのようにも思っているわけで

すが、この損失額が少なくなれば少なくなるほ

ど、また未処理欠損金も少なくなってくるわけで

ございます。 

  このまま毎年毎年このような当該年度の純損

失が増えてまいりますと、この未処理欠損金も増

えていくような感じしますので、これももう６億

6,000 万ほどなっております。こういったような

ためには、当該年度の純利益をここに計上してこ

なければ減っていかないわけですよね。こういっ

たような当該年度の純損失を少なくして純利益

で計上できるような工夫が必要かと思っており

ますが、こういったような見直しとか、この回復

力といいますか、そういったようなものはどのよ

うに考えていけばいいのか、どのように考えてい

るのか、もう一度お聞かせいただきたいと思いま

す。 

  住民の方々は、医師確保対策とか、そういった

ような面では大変信頼し切っているわけでござ

いますので、ただ数値的に見ますと、このような

赤字になってくるというふうなことになるわけ

でございますが、どこかでやっぱり改善していか
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なきゃならないだろうなと、このようにも思うわ

けです。この中でも５番の特別利益では、他会計

の繰入金 7,500万、これは経営安定化のための一

般会計から毎年毎年多額の繰入れもしているわ

けでございますけども、そういったような当該年

度の純損失を少なくする、そして純利益を計上で

きるような体制にするためにはどのような工夫

が必要なのか、お知らせをいただきたいと思いま

す。 

 

輝くふるさと常任委員長（ 鈴木満君 ） 

  病院事務局長。 

 

病院事務局長（ 大石和人君 ） 

  お答えいたします。まず、ここの純損失 3,300

万ということで、３年度も計上させていただきま

した。当院におきましては、収入の改善というこ

とで、昨年、３年度 10月１日からではございます

が、地域包括ケア病床をそれまでの 14 床から 27

床に増床させていただいております。それと、あ

とは費用の面でございますが、昨年は経費の部分

で特にも光熱水費、あとは重油等が予想以上にか

かったという状況でございました。 

  それに伴いまして、来年度に向けまして、今院

内でも各科で、医療の質、あとは経営状況の改善

ということで、各科で計画を立てまして、今年度

から進めていく予定でございます。特にも費用の

部分につきましては、電気料等コストの部分につ

いては、電気料等、まだまだ改善の余地がある部

分等がございますので、そのような部分につきま

しては、今後とも取り組んでいきたいと思いま

す。そして、収入につきましても、包括ケア病床、

こちらのほうの稼働を、理想的な稼働、高稼働で

動かすことで、ある程度の平均単価を確保して収

入を保ちたいというように思っております。 

  以上です。 

 

輝くふるさと常任委員長（ 鈴木満君 ） 

  柴田委員。 

 

柴田勇雄委員 

  いずれにいたしましても、先ほどから申し上げ

ているとおり、ますます厳しくなっていくであろ

う企業会計でございますので、十分院内一致いた

しまして、どのような工夫をすればこういったよ

うなことが改善できるのか、十分ご検討をいただ

きたいなと、このように思います。 

  私からは以上です。 

 

輝くふるさと常任委員長（ 鈴木満君 ） 

  ほかに。 

（ 「なし」の声あり ） 

  これで質疑を終わります。 

  お諮りします。討論は本会議で行うこととし、

採決に入りたいと思います。これにご異議ありま

せんか。 

（ 「異議なし」の声あり ） 

  異議なしと認めます。 
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  これから認定第１号を採決します。この採決は

起立によって行います。認定第１号、令和３年度

葛巻町国民健康保険病院事業会計決算の認定に

ついては、原案のとおり認定することに賛成の方

は起立願います。 

（ 賛成者起立 ） 

  起立全員です。したがって、認定第１号、令和

３年度葛巻町国民健康保険病院事業会計決算の

認定については、原案のとおり認定することに決

定しました。 

  次に、日程第８、認定第２号、令和３年度葛巻

町水道事業会計決算の認定についてを議題とし

ます。 

  これから質疑に入ります。質疑ありませんか。

近藤委員。 

 

近藤聖委員 

  決算書毎年見ているんですが、前回もちょっと

お聞きしたんですけども、毎年純損失が 3,000万

ほどあります。８ページに載っていますけれど

も、恐らく相当経営努力されて、頑張ってこの数

字なんだろうとは想像できるんですけども、今後

その経営努力をして、これが改善していく見込み

はあるのでしょうか、お聞きします。 

 

輝くふるさと常任委員長（ 鈴木満君 ） 

  副町長。 

 

副町長（ 觸澤義美君 ） 

  副町長からお答えいたします。今回の決算であ

りますが、2,800 万ほど赤字っていいますか、マ

イナスになるわけでありますが、この状況を見て

おりますと、やはり同様の形で今後も進むであろ

うといいますか、推移されるであろうと、このよ

うにも思っておるところであります。 

  いずれ、今江刈簡水の事業が完了し、給水率が

高まってきておりますが、さらに北部地区のほう

においてかなり老朽化が進んできておることに

よりまして、その給水比率でありますが、それが

結構下がってきているというような状況にもご

ざいますので、そういう点等を、北部地区の水道

事業でありますが、今計画を策定し、基本設計の

段階に入っておりますので、そういう中での設備

関係からも改善を図っていかなければならない

というような状況にあるものであります。 

  そういった中に、ちょっと具体的にお話をさせ

ていただきますが、現在は約 2,800 万から 3,000

万ほどずつ赤字になる見込みだと。といいます

と、今国のほうの経営指標によりますと、預金残

高といいますか、留保財源、保留している財源が

今１億 7,000万ほどあるわけでありますが、これ

が１億程度のところまでは確保していかなけれ

ばならないというのが今国のほうの指針の中に

ありまして、これがあと二、三年、３年ほどしま

すと、その１億ラインに入ってくるという状況に

なるものであります。 

  したがいまして、これにつきましては、今水道

料金を併せて、水道料金の見直しという部分も併
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せて、その時期に今調整していかなければならな

いという課題もございまして、内部で今その内容

を精査しながら検討を進めているというところ

であります。ご理解を賜りたいと思います。 

 

輝くふるさと常任委員長（ 鈴木満君 ） 

  近藤委員。 

 

近藤聖委員 

  前回も副町長にお答えいただいて、内容的には

同じことなわけですけども、今年の監査委員の意

見書のところに、今後も同程度に純損失が推移し

ていくことが予想される。この一層の資金計画が

重要となる。安心で安全な飲料水提供のために、

早期の経営状況の改善に努められたい。何か一段

と強い意見として受け止めましたので、今後そう

いう改善の努力を、しているとは思いますけれど

も、なかなか難しいことだと思いますが、改善す

るようにお願いしたいと思います。 

  以上です。 

 

輝くふるさと常任委員長（ 鈴木満君 ） 

  ほかに。辰柳委員。 

 

辰柳敬一委員 

  ただいまの質問の関連でちょっとお伺いした

いんですが、特にも我が町は酪農、いわゆる乳牛

が大変水を多く飲むという状況でございます。中

には自家水をという農家もあるわけであります

が、やはり高品質の牛乳を生産するということに

なりますと、少しでもいい水を牛に飲ませなけれ

ばなりません。大変酪農の状況も、現在いろんな

ものが値上がりをして、経営的に大変厳しい状況

であります。 

  ただ、この水道企業会計は、利用の料金を上げ

て採算を取りなさいという、そういうことになっ

ております。3,000 万ほどの、今は、先ほど副町

長から今後のいろいろな見通しについてお話を

伺ったわけでありますけれども、そこでお伺いし

たいのは、まず１点目でありますが、県内の本町

の水道料金は高いのか安いのか、その辺について

ちょっとお話をお伺いしたいと、このように思い

ます。 

  それから、先ほどは副町長からいろいろ今後の

見通しについてお伺いをしたわけでありますが、

単純に値上げに走っていただくと、一般の家庭も

そうですし、あるいは先ほどお話し申し上げまし

たように酪農家にとっても大変厳しい経営が余

儀なくされるわけでありますので、その辺も含め

て、今後の見通しというか、町としての対応の仕

方についてもう一度お伺いをしたいと、このよう

に思います。 

 

輝くふるさと常任委員長（ 鈴木満君 ） 

  建設水道課長。 

 

建設水道課長（ 和野康弘君 ） 

  お答え申し上げます。まず、県内の水道事業体
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の料金の関係でございます。県内では 33 市町村

の一部、何市町村かは広域でやっているところも

ございますけれども、33 市町村のうち 27 番目の

単価というふうに認識しております。基本的に一

般家庭ですと、１か月 20 立米使うのがまず平均

だろうということで、その金額で基準をさせてい

ただいてございます。 

  近年やはり水道料金の見直し、改定がたくさん

の事業体で行われておりまして、今年度におきま

しては岩手町さんが、あと近隣ですと雫石町さ

ん、あと宮古市さんがそれぞれ値上げをしており

ますけれども、岩手町さんが約 16％の値上げ、雫

石町さんが一般家庭で 20 立米使用した場合で算

出した場合、51％値上げしております。宮古市さ

んが 10％ということで、それぞれ値上げというこ

とで踏み切っている状況でございます。やはり今

後の施設の老朽化等々を見据えた上で、更新費用

を内部留保したいという考えのようで、経営的な

ところを検討した結果、値上げということで進ん

でいる状況でございます。また、ほかの町村につ

きましても、今後値上げする見込みのところが結

構あるというふうに情報は持っておりますが、い

かんせん具体的な数値等については、まだつかん

でいない状況でございます。 

  今後の取組としましては、私たち水道事業を運

営するに当たっては、幾らかでも経費の抑制を図

るということをまず念頭に置いて、事業のほうを

進めていきたいと思っておりますけれども、どう

しても原因となっております、まず現金を伴わな

い減価償却費が当然発生、29年から公営企業会計

に移行しておりまして、それまで減価償却費とい

うのはなかったわけですけれども、新たにこれが

出てきたということと、当然施設を整備すること

によって、先ほど副町長からもお話ありましたけ

れども、江刈地区の水道事業の起債の償還等も、

今後令和６年度ピークになると思いますけれど

も、若干増えていくというふうな状況でございま

す。 

  また、給水収益についても当然、人口減少等々

もございまして、少なくなってございますが、当

初見込んでおりました、経営戦略を以前つくって

おりますけれども、その経営戦略の中で見込んで

いた料金の減収率よりは、幾らかよくなっている

かなと思っております。多分、具体的に分析はし

ておりませんけれども、営業用の給水収益が最近

は伸びております。先ほど委員からお話ありまし

たとおり、大型牛舎とか、そういった建築等も大

きな要因にはなっているかなと思いますし、あと

数々の大規模な建築現場等もございます。そうい

ったところでの収益が増えておりますが、やはり

一般家庭での給水収益は減少傾向という状況で

ございますので、今後そういったところも勘案し

ながら検討していかなければいけないというふ

うに考えてございます。 

  以上でございます。 

 

輝くふるさと常任委員長（ 鈴木満君 ） 

  副町長。 
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副町長（ 觸澤義美君 ） 

  副町長からお答えいたしますが、今後のという

ことも含めてでございましたので、先ほどの近藤

委員の答弁と重なる部分がありますが、いずれ今

国のほうの指針等々におきましても、１億円ほど

の留保財源といいますか、これが当町の水道事業

を運営していく場合に、最低限の額として確保し

ていかなければならないというような部分と捉

えておりまして、今そういう面での財源は１億

7,100 万ほどになっているわけでありますが、そ

ういう中で今 2,800万から 3,000万ほど、欠損っ

ていいますか、赤字、マイナスの決算となるよう

な状況にありまして、この状況から見ますと、二、

三年後に、その対策として水道料金の一部値上げ

っていいますか、そういう部分も併せて検討して

いかなければならない状況になってきていると

いう状況でありますけれども、その上昇率といい

ますか、値上げの幅という部分については、最小

限にとどめるために、様々今試算をしながら検討

をしているという状況にありますので、ご理解を

賜りたいと思います。 

 

輝くふるさと常任委員長（ 鈴木満君 ） 

  辰柳委員。 

 

辰柳敬一委員 

  ただいまは、県下でも 27番という、大変低料金

で供給をいただいている。また、本町の場合、ほ

とんどの水が湧き水を供給しているという状況

であります。そういったことから、酪農の町とし

て、大変品質のいい牛乳が生産できるんだな、そ

んなふうに思っております。 

  ただいまは、副町長からも今後のいろいろ見通

しについてお話を伺いました。ぜひとも酪農とい

う特殊な事情があるというようなところも十分

配慮しながら、今後の水道事業の運営に努めてい

ただきたい。ひとつその辺をお願い申し上げまし

て、質問を終わります。 

 

輝くふるさと常任委員長（ 鈴木満君 ） 

  ほかに。 

（ 「なし」の声あり ） 

  これで質疑を終わります。 

  お諮りします。討論は本会議で行うこととし、

採決に入りたいと思います。これにご異議ありま

せんか。 

（ 「異議なし」の声あり ） 

  異議なしと認めます。 

  これから認定第２号を採決します。この採決は

起立によって行います。認定第２号、令和３年度

葛巻町水道事業会計決算の認定については、原案

のとおり認定することに賛成の方は起立願いま

す。 

（ 賛成者起立 ） 

  起立全員です。したがって、認定第２号、令和

３年度葛巻町水道事業会計決算の認定について

は、原案のとおり認定することに決定しました。 
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  ここで当局の方々は退席していただいて結構

であります。ご苦労さまでした。委員の皆さんは、

11時 25分まで休憩します。 

（ 当局退席 ） 

（ 休憩時刻 １１時０９分 ） 

（ 再開時刻 １１時２５分 ） 

 

輝くふるさと常任委員長（ 鈴木満君 ） 

  休憩前に引き続き会議を再開します。 

  次に、日程第９、請願第３号、令和４年度の水

田活用の直接支払交付金の見直しに関する請願

についてを議題とします。 

  初めに、請願書の朗読を求めます。議会事務局

長。 

 

議会事務局長（ 楢木幸夫君 ） 

  それでは、朗読いたします。この請願は、令和

４年６月６日に、新岩手農業協同組合、苅谷雅行

代表理事組合長から提出されております。 

  請願第３号、令和４年度の水田活用の直接支払

交付金の見直しに関する請願。 

  請願趣旨でございます。今般、国から令和４年

度の水田活用の直接支払交付金の見直しが示さ

れました。特にも、交付対象水田の扱いについて

は、生産現場では農地の集積・集約に取り組みな

がら、産地づくりに取り組んできたなかで、交付

対象から除外される農地が出ることにより、農地

の維持が困難となり耕作放棄地の増加につなが

ること等懸念の声があがっています。 

  また、多年生作物に対する戦略作物助成の単価

の見直しについては、現在、海外からの輸入乾牧

草も高騰している状況が続いているなかで、令和

４年度からの運用はあまりに急であり、現場に混

乱をきたしています。 

  さらには、地域で取り組む営農計画の再検討が

必要となるとともに、地域特色を生かした営農の

展開への影響なども懸念されます。 

  つきましては、生産者が意欲をもって作付し、

将来にわたって安定的な営農・農地の維持ができ

るよう、現場の課題を十分に検証したうえで制度

設計がなされるよう、下記事項について採択をい

ただき、国に意見書を提出されたく、請願するも

のです。 

  続きまして、請願事項になります。１、今回の

見直しにより、交付金の対象水田から除外される

ことにより、農地維持や農業水利施設の管理が困

難になり、耕作放棄地の増加や離農者の増加等が

懸念されることから、運用にあたっては、丁寧な

説明を行うとともに、生産現場の実態や課題を十

分にふまえて進めること。 

  ２、農地および集落の維持のため、交付対象水

田を畑地化した場合にあっても、土地利用型の営

農形態でも生産者の所得が減少せず意欲をもっ

て生産活動に取り組めるよう、新たな支援措置を

速やかに講じること。 

  ３、多年生作物（牧草）の扱いについては、畜

産農家は自給飼料確保のために水田を賃貸して

いる。今回のような唐突な見直しにより交付金が
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削減された場合、賃貸料の負担が大きくなり、賃

貸借契約の影響にも及ぼすことから、営農計画等

を十分に検討する期間を設けること。 

  以上であります。終わります。 

 

輝くふるさと常任委員長（ 鈴木満君 ） 

  議会事務局長から朗読が終わりました。 

  次に、紹介議員から本請願についての意見を述

べていただきたいと思います。辰柳議員。 

 

辰柳敬一委員 

  ただいまは、局長のほうから請願の趣旨につい

て朗読をいただきました。本町にあっても、デン

トコーン、牧草等に減反することによって、畜産、

酪農が順調に発展をしてきた、このように思いま

す。特にも今回の牧草が３万 5,000円から１万円

に減額された場合、当町によって、数字でありま

すが、3,600 万円ほど交付減額が減になる見込み

であります。 

  以上のことから、国においては、今後の農業の

発展、維持のためにも、慎重に見直しをしていた

だくよう要望するものであります。 

  以上であります。 

 

輝くふるさと常任委員長（ 鈴木満君 ） 

  以上で紹介議員の意見陳述は終わりました。 

  ただいまの紹介議員の意見陳述を踏まえ、本請

願に対しまして、委員各位からご意見を頂戴した

いと思います。発言を求めます。ご発言をどうぞ。

柴田委員。 

 

柴田勇雄委員 

  趣旨についてはよく分かりました。牧草の部分

で、これまで３万 5000 円が１万円になるという

ことで、実質的には２万 5,000円減るというよう

な形になろうかと思っておりますが、この対象農

家数はどのぐらい、額で 3,600万と言いましたの

で、この対象農家数、これはもしお分かりでした

らお知らせをいただければありがたいです。 

 

輝くふるさと常任委員長（ 鈴木満君 ） 

  議会事務局長。 

 

議会事務局長（ 楢木幸夫君 ） 

  それでは、私のほうから、農林畜産課より調査

している部分についてご説明申し上げます。現在

経営安定交付金の申請をしている数字でござい

ますけども、水田関係が 427戸と伺っております。 

  それから、今般の資料のほうにも、表の（２）、

制度変更に伴うということで、①のところには

383件の申請というふうな記載の数字もあり、400

戸程度の皆さんが従来は水田をお持ちになって

いて、皆さんのところでこれから困ってしまうと

いうふうなものになると思います。 

  また、参考の数字として調べましたところ、現

在畜産農家戸数、恐らく借りている農家戸数は

173 戸程度になります。参考までに、搾乳農家さ

んが 102戸、ホルス育成農家さんが９戸、和牛育
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成農家さんが 61 戸、畜産公社さん１件というふ

うな内訳の数字で、173 戸となります。この皆様

がお困りになると思いますし、野菜農家は 66 戸

でございますけども、リンドウ等減反のところに

も植えている農家さんもございますので、そうい

う方々も恐らく水田の活用のほうには影響して

くるものかなというふうに想像しております。こ

の記載の中にはデントコーンと牧草しかないん

ですけども、将来的にそういう方もなるのかなと

いうふうな感想を持っています。 

  以上でございます。 

 

輝くふるさと常任委員長（ 鈴木満君 ） 

  柴田委員。 

 

柴田勇雄委員 

  大分影響を受けるというふうな数値になりま

すよね。現下の諸物価が高騰して、特に酪農、畜

産の部におきましては、粗飼料、配合飼料等、非

常に物価高になっていて、さらにこういったよう

なことになりますと追い打ちがかけられるとい

うふうなことになりますので、酪農を町の基幹産

業とする当町にとっては非常に痛手というふう

な形になろうかと思っておりますので、ちょうど

時期的にもこういったような変更は到底認めら

れず、従来どおりのデントコーン、牧草について

も、３万 5,000円ずつの交付をすべきものである

なというふうに実感をいたしましたので、私、こ

の直接支払交付金の見直しにつきましては反対

でございまして、この請願趣旨に賛成をしようと

いうようなことで、行政府のほうに請願すべきも

のと私は思います。 

  以上です。 

 

輝くふるさと常任委員長（ 鈴木満君 ） 

  ほかに。 

（ 「なし」の声あり ） 

  意見が出されましたので、お諮りします。これ

から採決に入りたいと思います。これにご異議あ

りませんか。 

（ 「異議なし」の声あり ） 

  異議なしと認め、これから採決に入ります。こ

の採決は起立によって行います。請願第３号、令

和４年度の水田活用の直接支払交付金の見直し

に関する請願については、採択することに賛成の

方は起立願います。 

（ 賛成者起立 ） 

  起立全員です。したがって、請願第３号、令和

４年度の水田活用の直接支払交付金の見直しに

関する請願は、採択すべきものと決定しました。 

  お諮りします。ただいま採択すべきと決定した

請願第３号、令和４年度の水田活用の直接支払交

付金の見直しに関する請願に関し、令和４年度の

コメ政策に関する意見書の提出についてを日程

に追加し、追加日程第１として議題としたいと思

います。これにご異議ありませんか。 

（ 「異議なし」の声あり ） 

  異議なしと認めます。したがって、令和４年度
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のコメ政策に関する意見書の提出についてを日

程に追加し、追加日程第１として議題とすること

に決定しました。 

  これから追加日程及び発委案を配ります。 

（ 追加日程及び発委案配布 ） 

  追加日程第１、発委第１号、令和４年度のコメ

政策に関する意見書の提出についてを議題とし

ます。 

  発委第１号についての朗読を求めます。議会事

務局長。 

 

議会事務局長（ 楢木幸夫君 ） 

  それでは、皆様のお手元に配付しました意見書

の案を御覧いただきたいと思います。すみませ

ん、ちょっとお待ちください。それでは、朗読い

たします。 

  令和４年度のコメ政策に関する意見書案。 

  今般、国から令和４年度の水田活用の直接支払

交付金の見直しが示されております。 

  特にも、交付対象水田の扱いの大きな見直しに

ついては、生産現場では農地の集積・集約に取り

組みながら、産地づくりに取り組んできたなか

で、交付対象から除外される農地が出ることによ

り、農地の維持が困難となり、耕作放棄地の増加

につながること等懸念の声があがっております。 

  また、多年生作物に対する戦略作物助成の単価

の見直しについては、現在、海外からの輸入乾牧

草も高騰している状況が続いているなかで、令和

４年度からの運用はあまりに急であり、現場に混

乱をきたしております。 

  つきましては、生産者が意欲をもって作付し、

将来にわたって安定的な営農・農地の維持が展望

できるよう、現場の課題を十分に検証したうえで

制度設計がなされるよう、下記のとおり要望いた

します。 

  記。１、今回の見直しにより、交付金の対象水

田から除外されることにより、農地維持や農業水

利施設の管理が困難になり、耕作放棄地の増加や

離農者の増加等が懸念されることから、運用にあ

たっては、丁寧な説明を行うとともに、生産現場

の実態や課題を十分にふまえて進めること。 

  ２、農地および集落の維持のため、交付対象水

田を畑地化した場合であっても、土地利用型の営

農形態でも生産者の所得が減少せず意欲をもっ

て生産活動に取り組めるよう、新たな支援措置を

速やかに講じること。 

  ３、多年生作物（牧草）の扱いについては、畜

産農家は自給飼料確保のために水田を賃借して

いる。今回のような唐突な見直しにより交付金が

削減された場合、賃借料の負担が大きくなり、賃

貸借契約の継続にも影響を及ぼすことから、営農

計画等を十分に検討する期間を設けること。 

  以上、地方自治法第 99 条の規定により意見書

を提出します。 

  令和４年７月６日、葛巻町議会。 

  提出先については、裏面に記載のとおりでござ

います。 

  以上、朗読終わりました。 
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輝くふるさと常任委員長（ 鈴木満君 ） 

  議会事務局長の朗読が終わりました。 

  ここで委員各位から意見を伺いたいと思いま

す。ご発言を求めます。柴田委員。 

 

柴田勇雄委員 

  ただいま提出先の、これが次に多分出てくる題

名ではないのかなと思います。これ、正規なもの、

差し替えたらいかがでしょうか。米に関する意見

書の提出先になるのじゃないですか。これ教職員

の定数になっていますんで。 

 

議会事務局長（ 楢木幸夫君 ） 

  申し訳ございません。今２つちょっと混同して

配付されてしまいました。今正しいものを配付い

たします。 

 

輝くふるさと常任委員長（ 鈴木満君 ） 

  ほかに。 

  ここで暫時休憩いたします。 

 

（ 休憩時刻 １１時４４分 ） 

（ 再開時刻 １１時５４分 ） 

 

輝くふるさと常任委員長（ 鈴木満君 ） 

  休憩前に引き続き会議を再開します。 

  提出先に不備がございました。大変申し訳ござ

いませんでした。 

  ここで改めまして皆さんから意見を頂戴しま

す。柴田委員。 

 

柴田勇雄委員 

  先ほどの米に関する意見書の中での記の下の

２番目で、「農地および集落」となっていますが、

この「および」につきましては、表記上漢字で表

記することになっていますので、公用文になりま

すので、このご配慮をよろしくお願いします。 

 

輝くふるさと常任委員長（ 鈴木満君 ） 

  ほかにございませんか。 

（ 「なし」の声あり ） 

  お諮りします。これから採決に入りたいと思い

ます。これにご異議ありませんか。 

（ 「異議なし」の声あり ） 

  異議なしと認め、これから採決に入ります。こ

の採決は起立によって行います。委員会発議をす

ることに賛成の方は起立願います。 

（ 賛成者起立 ） 

  起立全員です。したがって、６日の最終本会議

で委員会発議することに決定しました。 

  次に、日程第 10、請願第４号、ゆたかな学びの

実現・教職員定数改善・義務教育費国庫負担制度

負担率の引き上げをはかるための 2023 年度政府

予算に係る意見書採択を求める請願書について

を議題とします。 

  初めに、請願書の朗読を求めます。議会事務局

長。 
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議会事務局長（ 楢木幸夫君 ） 

  それでは、朗読いたします。この請願は、令和

４年６月 10日に、岩手県教職員組合、青野大祐い

わて盛岡支部長から提出されております。 

  請願第４号、ゆたかな学びの実現・教職員定数

改善・義務教育費国庫負担制度負担率の引き上げ

をはかるための 2023 年度政府予算に係る意見書

採択を求める請願書。 

  請願の趣旨でございます。2021年の義務標準法

改正により、小学校の学級編制標準が段階的に 35

人に引き下げられるものの、小学校だけに留まる

ことなく、中学校での 35 人学級の早期実施が必

要です。 

  岩手県内では、学級編制基準に基づいた定数内

配置や育休者・病休者の代替え措置が未充足であ

るなど慢性的な教員不足が生じており、教材研究

や授業準備に支障をきたしています。また、いじ

め、不登校や別室登校、貧困、ヤングケアラー等

複雑な家庭環境など問題が多様化・細分化し、よ

り一層きめ細やかな指導が求められています。こ

れらの問題に対応するために多くの学校が別室

を設置していますが、その分の十分な人員は配置

されておりません。新型コロナウイルス感染症対

策にともなう新たな業務も教職員の多忙化に拍

車をかけ、長時間労働の是正が進んでいません。

ゆたかな学びや学校の働き方改革を実現するに

は、学級編制の見直しによるさらなる少人数学級

の推進や、基礎定数および加配定数の増員による

教職員定数の改善が不可欠です。 

  一方、厳しい財政状況の中、独自財源により人

的措置等を行っている自治体もありますが、自治

体間の教育格差が生じることは大きな問題です。

義務教育費国庫負担制度については、小泉政権下

の「三位一体改革」の中で国庫負担率が２分の１

から３分の１に引き下げられました。国の施策と

して定数改善にむけた財源保障をし、子どもたち

が全国のどこに住んでいても、一定水準の教育を

受けられることが憲法上の要請です。ゆたかな子

どもの学びを保障するための条件整備は不可欠

です。 

  国会及び政府におかれましては、地方教育行政

の実情を十分に認識され、地方自治体が計画的に

教育行政を進めるために下記の措置を講じられ

るよう、強く要請します。 

  請願事項。2023年度政府予算編成において下記

事項を実現するために、地方自治法第 99 条の規

定に基づき国の関係機関へ意見書を提出するこ

と。 

  １、中学校での 35 人学級を早急に実施するこ

と。また、義務標準法の学級編成見直しによるさ

らなる少人数学級について検討すること。 

  ２、学校の働き方改革・長時間労働是正を実現

するため、義務標準法の基礎定数および加配定数

の増員による教職員定数改善を推進すること。 

  ３、自治体で国の標準を下回る「学級編制基準

の弾力的運用」の実施ができるよう、加配の削減

は行わないこと。 
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  ４、教育の機会均等と水準の維持向上をはかる

ため、地方財政を確保した上で義務教育費国庫負

担制度の負担率を引き上げること。 

  以上であります。 

 

輝くふるさと常任委員長（ 鈴木満君 ） 

  議会事務局長からの朗読が終わりました。 

  次に、紹介議員から本請願についての意見を述

べていただきたいと思います。近藤議員。 

 

近藤聖委員 

  請願第４号の内容については、ただいま事務局

長から朗読していただいたとおりでありますが、

私からも、具体的な部分も含めて少し説明をさせ

ていただきます。 

  一昨年９月議会、それから昨年７月議会もほぼ

同じ内容の請願で紹介議員をさせていただきま

したけれども、2021 年４月には請願の一部が実

り、既に小学校１、２学年では 35人学級が実施さ

れ、2025 年には全学年で 35 人学級が実現いたし

ます。しかし、中学校や特別支援学級、そして複

式学級の基準改善はありませんでした。 

  依然として教員１人当たりの児童生徒数が、Ｏ

ＥＣＤ加盟国の中では最も多いグループに位置

しております。欧米諸国では、最大で 30人、平均

で 18から 24人学級で実施されていることがほと

んどであります。子供たちの豊かな学びのために

改善が必要であることは、皆さんご理解いただけ

ると思います。 

  教員の配置は学級数によって決められており、

複式学級が多い小規模校では教員１人の役目が

多岐にわたったり、やむを得ず免許外教科の指導

せざるを得ない状況が生じたりすることもあり

ます。その解消や新しい教育課程を都会の学校並

みに指導する体制を確保するためにも、定数改善

が望まれます。 

  具体的な例を１つ申し上げますと、小学校の場

合、３学級までは、校長と、担任が２人と、加配

教員が１人、さらに養護教諭、それから事務職が

つきます。ところが、これが２学級になった途端

に、正式の配置教員は校長と担任２人のみであり

ます。事務も、教頭も……さっき副校長が抜けま

した。副校長も、それから養護教諭も全部引上げ

になります。というふうなことです。こういうふ

うな基準をぜひ改善してほしいという小規模校

ならではの、これは要望も含まれています。 

  教育内容は、ここ十数年、新しい教科の追加、

社会的要請に基づく指導内容の増加など、非常に

早いサイクルでの変化に追われています。また、

従来からの課題に加え、新型コロナウイルス感染

対策による現場の先生方の仕事量増加が報道さ

れているのは皆さんもご存じのことと思います

し、教員志望者数は毎年減少し、大都市では本採

用教員の確保が難しくなっています。国の将来を

見据えても、豊かな学びを支える義務教育標準法

のさらなるスピーディーな改善が強く望まれて

います。 

  また、国の教育予算のＧＤＰ比がＯＥＣＤ諸国
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の中で最も低いランクに位置していることは、こ

の十数年変化がありません。例を言うと、比較で

きる同じような先進国の中のＯＥＣＤ諸国 34 か

国中 33位です。最下位と言っても、最低と言って

もいいと思います。 

  教育に係る費用及び教職員の人件費は、義務教

育費国庫負担制度により、現在は国の負担割合が

３分の１になっており、地域による教育格差が指

摘されていることは、皆さんご承知と思います。

これをまず２分の１に引き戻すこと、これが憲法

の教育の機会均等と格差是正、そして教育の質の

確保につながることは確かであります。教育予算

を増やすことは、将来への重要な投資であり、少

子化に対する大きな一石になるのではないでし

ょうか。委員の皆様、慎重審議の上、賛同賜りま

すようにお願いをして、付け加えの説明を終わら

せていただきます。よろしくお願いいたします。 

 

輝くふるさと常任委員長（ 鈴木満君 ） 

  以上で紹介議員の意見陳述は終わりました。 

  ただいまの紹介議員の意見陳述を踏まえ、本請

願に対して委員各位から意見を頂戴したいと思

います。発言を求めます。ご発言どうぞ。柴田委

員。 

 

柴田勇雄委員 

  今回の請願については、主に中学校での 35 人

学級の早期実施が必要というふうな中身、内容で

ございまして、過去２回とも採択の方向でなって

おりますので、中学校でも 35 人学級の学級編制

が必要であろうと、このようにも思われますの

で、採択の方向でお諮りをいただければありがた

いなというふうに思います。 

  以上です。 

 

輝くふるさと常任委員長（ 鈴木満君 ） 

  ほかに。 

（ 「なし」の声あり ） 

  お諮りします。これから、採決に入りたいと思

います。これにご異議ありませんか。 

（ 「異議なし」の声あり ） 

  異議なしと認め、これから採決に入ります。こ

の採決は起立によって行います。請願第４号、ゆ

たかな学びの実現・教職員定数改善・義務教育費

国庫負担制度負担率の引き上げをはかるための

2023 年度政府予算に係る意見書採択を求める請

願書については、採択することに賛成の方は起立

願います。 

（ 賛成者起立 ） 

  起立全員です。したがって、請願第４号、ゆた

かな学びの実現・教職員定数改善・義務教育費国

庫負担制度負担率の引き上げをはかるための

2023 年度政府予算に係る意見書採択を求める請

願書は、採択すべきものと決定しました。 

  お諮りします。ただいま採択すべきと決定した

ゆたかな学びの実現・教職員定数改善・義務教育

費国庫負担制度負担率の引き上げをはかるため

の 2023 年度政府予算に係る意見書採択を求める
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請願書に関し、教職員定数の改善及び義務教育費

国庫負担制度拡充に係る意見書の提出について

を日程に追加し、追加日程第２として議題とした

いと思います。これにご異議ありませんか。 

（ 「異議なし」の声あり ） 

  異議なしと認めます。したがって、教職員定数

の改善及び義務教育費国庫負担制度拡充に係る

意見書の提出についてを日程に追加し、追加日程

第２として議題とすることに決定しました。 

  これから追加日程及び発委案を配ります。 

（ 追加日程及び発委案配布 ） 

  追加日程第２、発委第２号、教職員定数の改善

及び義務教育費国庫負担制度拡充に係る意見書

の提出についてを議題とします。 

  発委第２号について朗読を求めます。議会事務

局長。 

 

議会事務局長（ 楢木幸夫君 ） 

  それでは、お手元にお配りいたしました発委案

第２号を御覧いただきたいと思います。教職員定

数の改善及び義務教育費国庫負担制度拡充に係

る意見書案でございます。 

  2021年の義務標準法改正により、小学校の学級

編制標準が段階的に 35 人に引き下げられるもの

の、小学校だけに留まることなく、中学校での 35

人学級の早期実施が必要です。 

  岩手県内では、学級編制基準に基づいた定数内

配置や育休者・病休者の代替え措置が未充足であ

るなど慢性的な教員不足が生じており、教材研究

や授業準備に支障をきたしています。また、いじ

め、不登校や別室登校、貧困、ヤングケアラー等

複雑な家庭環境など問題が多様化・細分化し、よ

り一層きめ細やかな指導が求められています。こ

れらの問題に対応するために多くの学校が別室

を設置していますが、その分の十分な人員は配置

されておりません。新型コロナウイルス感染症対

策にともなう新たな業務も教職員の多忙化に拍

車をかけ、長時間労働の是正が進んでいません。

ゆたかな学びや学校の働き方改革を実現するた

めには、学級編制の見直しによるさらなる少人数

学級の推進や、基礎定数および加配定数の増員に

よる教職員定数の改善が不可欠です。 

  一方、厳しい財政状況の中、独自財源により人

的措置等を行っている自治体もありますが、自治

体間の教育格差が生じることは大きな問題です。

義務教育費国庫負担制度については、小泉政権下

の「三位一体改革」の中で国庫負担率が２分の１

から３分の１に引き下げられました。国の施策と

して定数改善にむけた財源保障をし、子どもたち

が全国のどこに住んでいても、一定水準の教育を

受けられることが憲法上の要請です。ゆたかな子

どもの学びを保障するための条件整備は不可欠

です。 

  国会及び政府におかれましては、地方教育行政

の実情を十分に認識され、地方自治体が計画的に

教育行政を進めるために下記の措置を講じられ

るよう、強く要請します。 

  記。１、中学校での 35人学級を早急に実施する
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こと。また、義務標準法の学級編成見直しによる

さらなる少人数学級について検討すること。 

  ２、学校の働き方改革・長時間労働是正を実現

するため、義務標準法の基礎定数および加配定数

の増員による教職員定数改善を推進すること。 

  ３、自治体で国の標準を下回る「学級編制基準

の弾力的運用」の実施ができるよう、加配の削減

は行わないこと。 

  ４、教育の機会均等と水準の維持向上をはかる

ため、地方財政を確保した上で義務教育費国庫負

担制度の負担率を引き上げること。 

  以上、地方自治法第 99 条の規定により意見書

を提出します。 

  令和４年７月６日、葛巻町議会。 

  裏面に提出先が記載されております。内閣総理

大臣、岸田文雄殿ほか５名でございます。 

  終わります。 

 

輝くふるさと常任委員長（ 鈴木満君 ） 

  議会事務局長から朗読が終わりました。 

  ここで委員各位から意見を伺いたいと思いま

す。ご発言を求めます。ご発言どうぞ。柴田委員。 

 

柴田勇雄委員 

  先ほどもお話し申し上げたとおり、本文に１か

所、中ほどにあります「基礎定数および加配定

数」、あと記の下の２番目に、２のところに「およ

び」、漢字の部分は本文の「国会及び政府」、ここ

では漢字を使っておりますので、全て漢字になろ

うかと思います。 

  以上、よろしく訂正ください。 

 

輝くふるさと常任委員長（ 鈴木満君 ） 

  ほかに。 

（ 「なし」の声あり ） 

  お諮りします。これから採決に入りたいと思い

ます。これにご異議ありませんか。 

（ 「異議なし」の声あり ） 

  異議なしと認め、これから採決に入りたいと思

います。この採決は起立によって行います。委員

会発議をすることに賛成の方は起立願います。 

（ 賛成者起立 ） 

  起立全員です。したがって、６日の最終本会議

で委員会発議することに決定しました。 

  以上で本日の審査日程は全て終了し、本委員会

に付託された事件は全部終了しました。 

  これで本日の会議を閉じます。 

  輝くふるさと常任委員会を閉会します。ご苦労

さまでした。 

 

（ 閉会時刻 １２時１８分 ） 


